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〈
紹
介
》

大

内

初

夫
著

『
俳

林
迫

遙

ー
芭
蕉
・去
来
・諸
九
尼
』

石

井

大

『
俳
林
遣
遙
』

は
、

一
見
そ

の
書
名

よ
り
、
俳
人

の
趣
味
的
随
想

の
書
と
速

断
さ
れ
得
る
。
事
実

は
俳
諸
文
学

の
研
究
論
文
集

で
あ
る
。

先
生
自
ら

「
あ
と

が
き
」

に
記
し
お
か
れ

て

「
依
頼
原
稿
だ
か
ら
と

い

っ
て
な
お
ざ
り
な
気
持

で

書

い
た
も

の
は

一
編
も
な
く
、
と
も
か
く
も

い
つ
も
全
力
投
球

で
取

り
組

ん
だ

つ
も
り

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
出
来

の
い
か
ん
を

問
わ
ず
や
は
り
著
者

に
は

い
ず

れ
も
忘

れ
難

い
も

の
で
あ
る
」
と

あ
る
。
資
料

の
博
捜
、
考
証

の
綿
密
と

論
理

の
精
彩

は
、
著
者

の
面
目

で
あ

り
、
斯
界

の
人

の
よ
く
知

る
と

こ
ろ
、
正

し
く
至
宝

の
書

で
あ

る
。
書

の
目
次

は
次

の
と
お
り
。

当
代
俳
壇

に
対
す
る
芭
蕉

の
目

芭
蕉

庵
に
お
け
る
庵
住
生
活

芭
蕉

と

い
う
人
　

そ

の
生

活

芭
麓
…の
パ
ト

ロ
ン
に

つ
い
て

芭
蕉
小
論

芭
蕉

の
触
覚
表
現

芭
蕉
と
旅

最
後

の
旅

愛
憎
あ

人
芭
蕉

(
元
緑
元
年
許
六
宛

〈
抄
〉
)

『猿
蓑
』
論

不
易
流
行
論
の
成
立
ー
長
途
行
脚
の
深
ま
る
中
で

向
井
去
来

蕉
風
の
伝
播
者

千
代
女
の
資
料
二
点

旅
の
女
俳
譜
師
諸
九
尼
!

そ
の
生
涯
と
俳
句

鴉
の
子
ー

諸
九
尼
の
句

枕
山
発
句
と
諸
九
と
孤
遊

筑
紫
の
芭
蕉
塚

嵯
峨
の
去
来
墓
考

枯
野
塚
ー

筑
紫
に
眠
る
芭
蕉
の
吟
魂

直
方
随
専
寺
ー

俳
人
浮
風

・
諸
九
夫
妻
の
墓

豊
後
小
浦
今
昔
記

先
生

は
こ
れ
よ
り
前

に

『
近
世

九
州
俳
壇
史

の
研
究
』

を
公
刊
さ
れ
て
、
諸

賢

の
名

声
を
得

ら
れ
た
。

駿
尾
に
付

い

て
言

を
寄

せ
れ
ば
、

こ
の
書

は
、
歴
史

に
対

す
る
深
い
興
味

に
満

た
さ
れ

て
い
る
。
特

に
文
化

の
伝
播

し
て
い
く
形
態

一
66

「



を
時
間
的
変
容
と
、
空
間
的
累
積

の
二
方
向

か
ら
追
求
し

て
、
近
世
文
学
史

の

真

に
史
的
実
体
を
、
事
実
を
以

っ
て
証
明
す

る
こ
と

に
成
功
し

た
。
俳
譜
文
学

の
主
た
る
生
産
と
享
受

の
階
層
的
性
格
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
の
書

は
近
世

日
本

に
お
け
る
庶
民

の
文
化
史
と
し

て
、
大

い
な

る
貢
献
を
な
し
得
る

で
あ
ろ
う
。

前

の
書
が
歴
史

に
対

す
る
興
味

に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
後

の
こ
の
書
は
、
良

き
人
間
性

と
、
良
質

の
文
学

に
対
す

る
著
者

の
意
見
を

開
陳

し
た
も

の
で
あ

る
。
主
意

は
事
実

の
考

証
に
あ
る
と
し

て
も
、
対
象

の
選
択

に
、
事
を
叙

す
る

文
格

に
、
古
人

の
心

に
寄
す

る
先
生

の
篤

き
思

い
は
、

よ
く
表

さ
れ
て
い
る

の

で
あ
る
。
極
端
な
論
理
的
抽
象
化

は
採

ら
ず
、
具
体
的
生
活

の
実
体
と
、
人
間

関
係

(俗

に
云
う

「
つ
き
合

い
」
)
の
様
態
を
追
求
す

る
こ
と
、
そ
の
二

つ
を
立

論

の
基
本
と
し
、

二

つ
の
軸

の
間

に
生
活
と
文
学

の
相
関
図
を
巧

み
に
配
置
す

る
。
そ

こ
に
み
ら
れ
る
、

よ
く
中
庸
を
得
た
批
評

に
お
け

る
バ
ラ
ン
ス
的
感
覚

が
、

こ
の
書

の
最
大

の
魅
力

で
あ
る
。
過
度

に
装
飾
的
な
文
体
を
廃
し
た
、
終

始
平
明
な
る
散
文

の
質
は
、
英
雄

・
豪
傑

・
貴
紳

・
顕
官

の
類

で
な
く
、
悪
名

な
る
蒼
眠

の
文
学

(俳
譜
)
を
叙
す
る

に
最
も
適
し

て
、
し
か
も
拝
情
的

で
あ

る
。
そ

の
意
味

で
、
「
俳
林
迫
遙
」
の
書
名

は
、
こ
の
書

の
体

を
表

わ
し
、
先
生

の
文
人
た
る
側

面
を
語

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
命
名

は
著
者

の
本
来

を
よ
く
評

し

て
正
鵠

を
射

る
と
言

う

の
で
あ
ろ
う
。

前
後

二

つ
の
書
を
並

べ
て
見

て
、

近
世
社
会

に
お
け
る
歴
史

と
文
学

に

つ
い

て
、
尽
き
ぬ
興
味

と
種

々

の
意

見
が
、

あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
湧

き
出
す

の
を
覚

え
る
の
は
、
私

一
人

で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
読

む
者

の
精
神
を
導

い
て
至
り
着

く
の
は
桃

源
と
云
う
べ
き
か
は
た
又
地
獄
と
云

う

べ
き
か
。
浅
学
菲
才

な
る
私

の
嘆

き
は
大

き
い
。

敬
白

以
上

(昭
和
五
f
九
年
十
月

勉
誠
社
刊

三
、
○
○
○
円
)
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